
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆与志養護学校では，特別支援教育に関

するセンター的機能の一層の充実を図り，

地域支援に協力してまいりたいと考えてい

ます。担当地区内の支援を必要とする子ど

もを対象にした，乳幼児期から高等学校卒

業後まで幅広い支援体制づくりを目指し

て，教育の面から適切な指導及び必要な支

援についてサポートします。遠慮なく御相

談ください。本校の担当地域は，以下の中

学校区内の幼稚園，保育所，小・中学校及

び県立明桜館高等学校です。 

・河頭中 ・緑丘中 ・伊敷台中 

・松元中 ・郡山中 

 

＜お問合せはこちらまで＞ 

 鹿児島県立皆与志養護学校 

   地域支援部教育支援係 東郷 

TEL：099-238-5078 

5月 10日（水）に日産労連

の福祉事業による人形劇公演

があり，「森のカーランコ」を

鑑賞しました。児童生徒は，

フリスビーや楽器演奏で劇に 

参加したり，人形たちの面白いやりとりに笑顔に

なったりと思い出に残る楽しいひとときを過ごす

ことができました。 
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この子どもたちの笑顔の魅力を         校 長 五反田 勝    

今日の体調はどうかな？ どうすれば笑顔が引き出せるかな？ どんな働き掛けだと課題に向い

てくれるかな？ 子どもたちと接するときに，本校の職員が常日頃考えていることです。「どうすれ

ばいい？」と子どもに問い掛けても，おいそれとは教えてはくれません。「だめだよ。それじゃあ。」

と言葉にこそしませんが，そっぽを向いたり，無反応だったり，寝てしまったり。私たちに創意工

夫と試行錯誤，更に深い研鑽の必要性を諭します。そして時折，あれこれと悩む私たちに「それ，

いい。」と言わんばかりに提示した課題に身を乗り出す姿勢やにっこりとした笑顔を見せ，やる気と

元気を引き出してくれます。教えるつもりが教えられ，育てられの子どもたちとの毎日が続きます。 

平成 29年度が始まって 2か月が経ちました。本校 24人の子どもたちの笑顔は，このように周り

の人に元気をもたらす不思議な魅力を振りまいているのと同時に，子どもたちの存在の大事さを気

付かせています。本年度は，この笑顔を更に大きなものにしていくための取組として，二つのこと

を考えています。一つ目は，子どもたちの笑顔の魅力を学校・施設・家庭内だけではなく，より多

くの方々に知り，気付き，かかわっていただくこと。そのための交流学習や子どもたち，学校に関

する情報発信を充実していくことです。二つ目は，子ども自身の発信力を高めること。そのための

テーマ研究等を中心にした学校全体での授業充実です。 

笑顔が更に花開き，“皆養っ子”の理解・支援者が増え，地域社会の一員として羽ばたけるように。 


